
 

     

 

都立園芸高等学校 定時制課程 グランドデザイン 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

知
識
・
技
能 

基礎学力 

（勤勉） 

与えられた知識･技能

を記憶･習得できる。 

(中学校標準レベル) 

知識･技能を問題や課

題の解決に使える。 

(高校入門レベル) 

知識･技能を主体的に

得て課題解決できる。 

(高校標準レベル) 

主体的に得た知識･技

能で自ら課題解決でき

る。(大学合格レベル) 

勤
勉
・
勤
労
の
精
神
を
も
っ
て
地
道
に
活
動
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
物 

教科の活動 

まなトレ、0 限 

教科の活動 

まなトレ、０限 

教科の活動 

まなトレ、0 限、講習 

教科の活動 

講習、個別 

農業科専門知識・技能 

（勤労） 

農業科目の基礎修得 

農業実習に参加 

ICT ﾌﾟﾛﾌｨｼｴﾝｼｰ検定 

造園技術または園芸デ

ザインの基礎修得 

農業技術検定３級 

造園技能検定３級また

はフラワー装飾技能検

定 3 級 

造園技能検定２級、ア

グリマイスター顕彰制

度、若年者大会他参加 

農業科目・実習 農業科目・実習 
農業科目・実習 

補習・地域連携 

農業科目・実習 

補習・地域連携 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

プレゼンテーション力 

（アウトプット） 

ルール（指示）に従っ

て、教員の助言を参考

に、文書作成や発表が

できる。 

ルール（指示）に従っ

て、方法に工夫を加え

て文書作成や発表がで

きる。 

伝える内容を理解した

上で、的確にまとめて

文書作成や発表ができ

る。 

受け手のわかりやすさ

に配慮を加え、文書作

成や発表ができる。 

各教科活動 

特別活動 

各教科活動 

特別活動 

各教科活動、課題研究 

特別活動、進路活動 

各教科活動、課題研究 

特別活動、進路活動 

課題解決力 

（課題発見・解決） 

ルール（指示）に従っ

て、教員の助言を参考

に、与えられた課題を

分析し、解決する 

ルール（指示）に従っ

て、与えられた課題を

自ら分析し、解決する 

主体的に課題を見出

し、適宜教員の助言を

受けながら解決し、

PDCA を実行する 

自ら見出した課題を解

決し、次の課題をそこ

から見出し、主体的に

PDCA を実行する 

各教科活動 

特別活動 

各教科活動 

特別活動 

各教科活動、課題研究 

特別活動、進路活動 

各教科活動、課題研究 

特別活動、進路活動 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

コミュニケーション力 

（協働に必要な力） 

率先して挨拶する 

自分の意見を話す 

他人の話を聞く 

目を見て挨拶する 

分かり易く伝える 

共感して聞く 

歯を見せて挨拶する 

意見の相違を理解し、 

話し合いができる 

他人を尊重した上で 

建設的に話し合いを 

進められる 

農業科目、農業実習 学校生活全般 

地域連携 

学校行事、HR 活動 

地域連携、進路活動 

学校生活全般 

地域連携 

主体的に取り組む態度 

（主体姓） 

粘り強く学習活動に取

り組み、振り返ること

ができる。 

自らの学習活動を振り

返り、課題をみつける

ことができる。 

自らの学習活動を振り

返り、改善することが

できる。 

自らの学習を調整しな

がら、粘り強く取り組

むことができる。 

各教科活動、 

学校生活全般 

各教科活動、 

学校生活全般 

各教科活動、 

学校生活全般 

各教科活動、 

学校生活全般 

リスペクト力 

（自己・他者を尊重） 

自然に対する畏敬の念

を持って行動 

他者を尊重し、困って

いる人を助けられる 

自分の長所を理解し、

進んで役割を担う 

互いの長所や特性を活

用するリーダー 

学校生活全般 

地域連携、就労体験 

学校生活全般 

地域連携、就労体験 

学校生活全般 

地域連携、就労体験 

学校生活全般 

地域連携、就労体験 

【生徒／学校の現状】 

基礎学力に自信がなく、他人とのコミュニケーションを苦手として

いる生徒がいる。授業に臨む姿勢・態度が良好な生徒が多い。 

少人数教育を活かし、高い資格取得率の維持と主体性を引き出す特

別活動により、生徒の自己肯定感と学習意欲を向上させている。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

基礎学力と専門技能を身に付けた、人間性・社会性豊かで、 

時代や社会に左右されない「勤勉・勤労の精神」をもって社会に貢献し、予測困難な未来を生き抜く人物 

【教育目標】 

(1) 互いの人格を尊重し、他人を思いやる豊かな心をもち、勤労と責

任を重んじ、規範意識と奉仕の心を備えた人間を育成する。 

(2) 自然を愛し、国際的な視野と農業及び生命科学の専門的な知識・

技術を持ち、社会の発展に貢献しようとする人間を育成する。 

(3) 生涯にわたって主体的に学び続け、自己を高める意欲をもち、心

身ともに健康で、個性と創造力豊かなたくましい人間を育成する。 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 ・教科書を読んで理解できる力、表現できる力（アウトプット） 

・普通教科の基礎学力（学びなおし） ・自らの課題を見出し、それを解決する力（探求する精神） 

・資格取得や検定に合格できる、農業科の専門知識・技能（専門教育） ・あいさつなどのコミュニケーションスキル（挨拶ファースト） 

・将来に向けてのポジティブなモチベーション（主体的な活動） ・自分、他人、自然を尊重できる社会性（３つのリスペクト） 

【予想される社会の変化】 

 情報化やグローバル化など多様な変化が複雑に進展し、Society5.0

の時代が到来する。先行き予測が困難な未来を生き抜く力が必要。 


